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回 月日 タイトル 学生数 
１ 4月22日(金) ①ケーキやさん 3 
２ 5月13日(金) ②お話づくり 2 
３ 5月27日(金) ③おれの剣・わたしの剣 3 
４ 6月10日(金) ④貝殻デコレーション  3 
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５ 6月24日(金) ⑤エッグキャンドル 4 
６ 10月28日(金) ⑦○○に変身！1 (服をつくる)  3 
７ 11月4日(金) ○○に変身！2 (帽子や持ち物をつくる)  3 
８ 11月11日(金) ○○に変身！3  (鑑賞・写真撮影) 3 
９ 11月18日(金) ⑧ダンボール工作1  3 




































  学生が地域に出向いて行う工作教室の意義 
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⑦〇〇に変身１（服をつくる）                   21名（大人3名を含む） 
 〇〇に変身２（帽子や持ち物をつくる）              27名（大人3含む） 


































⑧段ボール工作１（ウクレレをつくる）              42名（大人8名を含む）                           
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 参加子ども数(人) 回答数(人) 回答率(％) 
①ケーキやさん 40 23 58 
②お話づくり 20 13 65 
③おれの剣・わたしの剣 50 12 24 
④貝殻デコレーション 59 28 47 
⑤エッグキャンドル 59 19 32 
⑥棒つきチョコレート・みんなでかこうでっかい絵 20 18 90 
















① 87 13 0 0 87 9 4 0 
② 85 15 0 0 92 8 0 0 
③ 92 8 0 0 92 8 0 0 
④ 89 11 0 0 86 14 0 0 
⑤ 74 21 5 0 79 5 11 5 
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楽しかった 13  またしたい 3  もっとつくりたかった 2  家でもやってみたい   
また来てみたい  クリームが少なかった  よかった  本物みたいにできた   
本当にケーキ屋さんになったみたいだった  また、今日みたいに教えてもらいたい 
② 
楽しかった 5  またしたい 2  やりかたをよく分かるように教えてくれた 
かわいらしくつくることができた  絵を描くのが難しかった  すごい 
③ 楽しかった 5  またしたい  大学生が明るくおもしろかった 
④ 
楽しかった 17  またやりたい 5  また次も参加したい 2  きれいにできた 2 
いろんな色をつけることができた 2  大学生が優しく教えてくれた 2  面倒だった   
説明がよく分かった  かわいい飾りがあった  海の感じに工夫して楽しかった  
⑤ 
楽しかった 7  またやりたい 3  殻をむいたらとてもきれいだった 2   
また次も参加したい 2  難しかった 2  火をつけるのが楽しみ  簡単だった   
むくのが難しかった  面倒だった 
⑥ 
楽しかった 13  大学生が優しかった 2  嬉しかった 2  絵をいっぱい描けた 






またしたい 6  いろんなことをやりたい 3  アジサイ製作 2  ビンゴ 2 
一緒に遊ぶ  ネックレスやイヤリングをつくる  裁縫をしたい  動物づくり  紙を切る  ベルト   




タイトル 作品のポイント この製作をして学んだこと 
めがね めがねの色を考えた 色がすごい 
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あかめがね  楽しかった 
だんぼうる 赤いのをかざるのを考えた  
はでなまじょ ステッキ ぼうし 楽しかった 
 それぞれが思いを持って工夫していることが伝わる。 
⑨親子で遊ぼう 
どの遊びがよかったですか 〇をつけてください ◎でもOK 
項目 回答 項目 回答 
階段のおもちゃ  ０･１歳児の部屋 〇 
ぐらぐらおもちゃ  カラカラ積み木 〇 
紙トンボ製作 ◎〇〇〇 体で遊ぶ 〇 
ゲーム 〇〇 お絵かき  














 学生に下記の事項について記述式で回答を得た。（回答者14名 回答率67％） 
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子どもとの接し方   
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を楽しみ、それによって気づきを得るとともに、子どもとの交流が深まるような体験をしてほしい。 
 来年度も宮崎国際大学の学生が宮崎市きよたけ児童文化センターにおいて工作活動をする予定なの
で、児童の保護者である父母だけでなく、児童の祖父母まで広げて参加できるような企画を考えたい。
そして、製作や創造の価値を知り、児童の製作や創造を大いに喜び楽しむ大人を増やしたい。 
 製作においては、手順を指示するものばかりでなく、製作意欲を喚起するような提示およびきっか
けの展示を行うことで、児童が見通しを持って進んで表現できるような教材を研究し、実践したい。 
 
 
 
